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病棟回診に際してナースステーションに準備された温湯に手を浸し、あるいは両手をこすってから病室に
向かう医師の姿。暖房設備の整っていない時代、患者の肌に直接触れる手を少しでも温かくするためであっ
た。近年、室温の自動調整はもとより、医師の手よりも精度の高い診断技術の普及で、触診や打診法は過去
のものになったらしい。診察室での医師の目はディスプレィに集中し、患者の痛む箇所に手で触れることも
あまりなくなった。看護師もまた、患者の直接の訴えに耳傾けずデジタルな数値に依存する傾向が広まり、
個別の背景よりもバーコードによって本人確認する姿が常態化して来ている。
あの東日本大震災に引き続く原発事故当初、過去の災害救護の経験を超えた事象が各地で見られた。なか
でも印象深かったのが、津波により低体温症になった高齢者への有用な対処が、看護学生の手であったこと
である。寒空に顫えながら、24時間を通じて患者の全身を素手で擦り続けて体温を回復させたのであった。
このように優れた手のケアは今に始まったことではない。幼い頃、私の祖母は「てのひらはお医者さんの代
わり」と言っていたが、脳生理学者時実は「意識も定かではない重篤な病人と何とか心を通わせたいと願う
とき、手を握りしめ腕や脚をさすったりする」と述べている。
看護師の手もまた、不安を軽減し痛みを緩和し、分泌物の排出を促して呼吸苦を和らげてきた。ICUのベッ
ド上でさえ、心をこめて手を握るだけで共感され支えられているとのメッセージを受け取った患者の心拍数
が減り、血圧が低下するなどの反応が見られた。「看護師の手の有用性を図る研究」（科研費研究 2010～
2012）では、健康人からがん末期の患者に至るまで、看護師の手の有用性が確かめられた。看護の独自性は、
医薬品や医療機器に依存せず、患者その人の自然の回復過程を整えることにある。医療モデルから生活モデ
ルへの転換は、治癒から QOLに向かうことでもあり、その意味からも看護師の手を用いたケアの有用性は、
実践的にも研究的にもますます深めて行くことが求められている。辞書によると、古くからの「手当」とい
う用語には、怪我や病気の処置という意味もあるが、仕事の報酬としての金品や心づけという意味の方が 
上位にあることを知った。
そこで、看護師の手を用いたケアを総称して「TE-ARTE、て・あーて」と呼ぶことにし、その心とわざ
の普及に務めている昨今である。
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